
(57)【要約】

【課題】一つの昇降路の上層階用と下層階用に配置した

かごが上層、下層の共用乗場着床時に制御不良に伴う障

害を防ぐエレベーター装置を得る。

【解決手段】一方のかごが共用乗場１５に着床する場合

に他方のかごが共用乗場１５にいるときに、一方のかご

は共用乗場１５の手前に待機する。しかし、一方のかご

が制御系の故障によって共用乗場１５に接近するときの

進行動作が、可変位緩衝器２０の機能により緩衝された

後に一方のかごが停止する。

このため、共用乗場１５にいる他方のかごと一方のかご

との衝突を未然に防ぎ、制御系の故障による二次的事故

の発生を防止する。また、制御系の故障により共用乗場

１５に進行する一方のかごが、可変位緩衝器１５により

減速停止するので、一方のかごが急停止することによっ

て乗客に与える不快感を減少する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 つ の 昇 降 路 を 上 下 方 向 に 分 け て 形 成 さ れ た 上 運 行 区 間 及 び 下 運 行 区 間 と 、 上 記 昇 降 路 に
設 け ら れ て 上 記 上 運 行 区 間 の 最 下 乗 場 で あ り 、 か つ 上 記 下 運 行 区 間 の 最 上 乗 場 で あ る 共 用
乗 場 と 、 こ の 共 用 乗 場 か ら 上 記 上 運 行 区 間 を 昇 降 す る 上 か ご 及 び 上 記 共 用 乗 場 か ら 上 記 下
運 行 区 間 を 昇 降 す る 下 か ご と 、 上 記 上 か ご の 下 降 方 向 端 部 及 び 下 か ご の 上 昇 方 向 端 部 に 設
け ら れ て 作 動 方 向 が 上 下 方 向 に 配 置 さ れ た 可 変 位 緩 衝 器 と 、 上 記 昇 降 路 に 設 け ら れ て 上 記
共 用 乗 場 の 上 方 隣 接 位 置 及 び 上 記 共 用 乗 場 の 下 方 隣 接 位 置 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て 上 記 可 変
位 緩 衝 器 に 対 向 す る 位 置 に 固 定 さ れ た 衝 突 受 け 体 と 、 上 記 可 変 位 緩 衝 器 に 係 合 さ れ て 上 記
可 変 位 緩 衝 器 を 移 動 し 上 記 衝 突 受 け 体 に 対 す る 対 向 位 置 及 び 非 対 向 位 置 の い ず れ か に 配 置
す る 移 動 機 構 と 、 こ の 移 動 機 構 を 介 し て 常 時 は 上 記 可 変 位 緩 衝 器 を 上 記 非 対 向 位 置 に 配 置
し 、 上 記 上 か ご 及 び 下 か ご の 両 者 の 一 方 が 上 記 共 用 乗 場 に 滞 留 し て い る 場 合 に 、 上 記 両 者
の 他 方 が 所 定 位 置 を 超 え て 上 記 共 用 乗 場 に 接 近 す る と き に 、 上 記 他 方 の 上 記 可 変 位 緩 衝 器
を 上 記 対 向 位 置 に 変 位 さ せ る 指 令 を 上 記 移 動 機 構 に 発 す る 制 御 装 置 と を 備 え た エ レ ベ ー タ
ー 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 一 つ の 昇 降 路 を 上 下 方 向 に 分 け て 形 成 さ れ た 複 数 の 運 行 区 間 の そ れ ぞ れ に か
ご を 配 置 し 、 こ れ ら 複 数 の か ご を そ れ ぞ れ 運 行 す る エ レ ベ ー タ ー 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 ８ は 、 従 来 の エ レ ベ ー タ ー 装 置 を 概 念 的 に 示 す 立 面 図 で あ る 。 図 に お い て 、 １ ～ ３ は そ
れ ぞ れ 互 い に 並 列 に 配 置 さ れ た 昇 降 路 で 、 １ は 第 一 昇 降 路 、 ２ は 第 二 昇 降 路 、 ３ は 第 三 昇
降 路 で あ る 。 ４ は 第 一 昇 降 路 １ 、 第 二 昇 降 路 ２ 、 第 三 昇 降 路 ３ の 上 下 方 向 の 中 間 に 設 け ら
れ た 乗 り 継 ぎ 階 、 ５ は 第 一 昇 降 路 １ の 乗 り 継 ぎ 階 ４ か ら 上 方 、 す な わ ち 建 物 の 上 層 階 に 運
行 さ れ る 第 一 か ご 、 ６ は 第 二 昇 降 路 ２ の 乗 り 継 ぎ 階 ４ か ら 下 方 、 す な わ ち 建 物 の 下 層 階 に
運 行 さ れ る 第 二 か ご 、 ７ は 第 三 昇 降 路 ３ の 上 端 と 下 端 の 間 に 運 行 さ れ る 第 三 か ご で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の エ レ ベ ー タ ー 装 置 は 上 記 の よ う に 構 成 さ れ 、 第 一 昇 降 路 １ 、 第 二 昇 降 路 ２ 、 第 三 昇
降 路 ３ が 設 け ら れ て 、 第 一 か ご ５ が 乗 り 継 ぎ 階 ４ か ら 下 方 に 運 行 さ れ 、 第 二 か ご ６ が 乗 り
継 ぎ 階 ４ か ら 下 方 に 運 行 さ れ 、 第 三 か ご ３ が 昇 降 路 の 全 区 間 を 運 行 さ れ る 。 こ れ に よ っ て
、 第 一 か ご ５ 、 第 二 か ご ６ 及 び 第 三 か ご ７ の 三 台 に よ る 輸 送 効 率 の 向 上 が 図 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 図 ９ は 、 他 の 従 来 の エ レ ベ ー タ ー 装 置 を 概 念 的 に 示 す 立 面 図 で あ る 。 図 に お い て 、 ８
～ １ ０ は そ れ ぞ れ 昇 降 路 で 、 ８ は 第 一 昇 降 路 、 ９ は 第 一 昇 降 路 ８ の 上 方 に 直 列 に 配 置 さ れ
た 第 二 昇 降 路 、 １ ０ は 第 三 昇 降 路 で あ り 、 第 一 昇 降 路 ８ 及 び 第 二 昇 降 路 ９ と 並 列 に 配 置 さ
れ て 第 一 昇 降 路 ８ の 最 上 階 と 第 二 昇 降 路 ９ の 最 下 階 の 間 に 設 け ら れ て い る 。 １ １ は 第 一 昇
降 路 ８ を 運 行 さ れ る 第 一 か ご 、 １ ２ は 第 二 昇 降 路 ９ を 運 行 さ れ る 第 二 か ご 、 １ ３ は 第 三 昇
降 路 １ ０ を 運 行 さ れ る 第 三 か ご で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
他 の 従 来 の エ レ ベ ー タ ー 装 置 は 上 記 の よ う に 構 成 さ れ 、 第 一 昇 降 路 ８ 、 第 二 昇 降 路 ９ 、 第
三 昇 降 路 １ ０ が 設 け ら れ て 、 建 物 （ 図 示 し な い ） の 下 層 階 は 第 一 か ご １ １ が 運 行 さ れ 、 上
層 階 は 第 二 か ご １ ２ が 運 行 さ れ 、 ま た 第 三 か ご １ ３ が 下 層 階 上 端 と 上 層 階 下 端 の 間 に 運 行
さ れ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 第 一 か ご １ １ 、 第 二 か ご １ ２ 及 び 第 三 か ご １ ３ の 三 台
に よ る 輸 送 効 率 の 向 上 が 図 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 の よ う な 図 ８ 又 は 図 ９ に よ る 従 来 の エ レ ベ ー タ ー 装 置 で は 、 互 い に 並 列 に 配 置 さ れ た
複 数 の 昇 降 路 を 設 け る た め に 、 建 物 の 水 平 投 影 面 に お け る 所 要 ス ペ ー ス が 増 し 建 設 費 が 嵩
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む と い う 問 題 点 が あ っ た 。 ま た 、 建 物 の 上 層 階 と 下 層 階 の 間 を 乗 客 が 移 動 す る 場 合 に 、 乗
り 継 ぎ 階 に お い て 並 列 に 配 置 さ れ た 他 の 昇 降 路 の か ご に 乗 り 継 ぐ こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 発 明 は 、 か か る 問 題 点 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 一 つ の 昇 降 路 に 建 物 の
上 層 階 用 と 下 層 階 用 の か ご を 配 置 し た 構 成 で あ っ て 、 上 層 階 、 下 層 階 間 の 共 用 乗 場 に か ご
が 着 床 す る と き に 制 御 不 良 に 伴 う 障 害 が 生 じ な い エ レ ベ ー タ ー 装 置 を 得 る こ と を 目 的 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 に 係 る エ レ ベ ー タ ー 装 置 に お い て は 、 一 つ の 昇 降 路 を 上 下 方 向 に 分 け て 形 成 さ れ
た 上 運 行 区 間 及 び 下 運 行 区 間 と 、 昇 降 路 に 設 け ら れ て 上 運 行 区 間 の 最 下 乗 場 で あ り 、 か つ
下 運 行 区 間 の 最 上 乗 場 で あ る 共 用 乗 場 と 、 こ の 共 用 乗 場 か ら 上 運 行 区 間 を 昇 降 す る 上 か ご
及 び 共 用 乗 場 か ら 下 運 行 区 間 を 昇 降 す る 下 か ご と 、 上 か ご の 下 降 方 向 端 部 及 び 下 か ご の 上
昇 方 向 端 部 に 設 け ら れ て 作 動 方 向 が 上 下 方 向 に 配 置 さ れ た 可 変 位 緩 衝 器 と 、 昇 降 路 に 設 け
ら れ て 共 用 乗 場 の 上 方 隣 接 位 置 及 び 共 用 乗 場 の 下 方 隣 接 位 置 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て 可 変 位
緩 衝 器 に 対 向 す る 位 置 に 固 定 さ れ た 衝 突 受 け 体 と 、 可 変 位 緩 衝 器 に 係 合 さ れ て 可 変 位 緩 衝
器 を 移 動 し 衝 突 受 け 体 に 対 す る 対 向 位 置 及 び 非 対 向 位 置 の い ず れ か に 配 置 す る 移 動 機 構 と
、 こ の 移 動 機 構 を 介 し て 常 時 は 可 変 位 緩 衝 器 を 衝 突 受 け 体 に 対 し て 非 対 向 位 置 に 配 置 し 、
上 か ご 及 び 下 か ご の 両 者 の 一 方 が 共 用 乗 場 に 滞 留 し て い る 場 合 に 、 上 記 両 者 の 他 方 が 所 定
位 置 を 超 え て 共 用 乗 場 に 接 近 す る と き に 、 上 記 両 者 の 他 方 の 可 変 位 緩 衝 器 を 衝 突 受 け 体 に
対 し て 対 向 位 置 に 変 位 さ せ る 指 令 を 移 動 機 構 に 発 す る 制 御 装 置 と が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
実 施 の 形 態 １ ．
図 １ ～ 図 ７ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 の 一 例 を 示 す 図 で 、 図 １ は エ レ ベ ー タ ー 装 置 を 概 念
的 に 示 す 立 面 図 、 図 ２ は 図 １ の Ａ 部 拡 大 図 、 図 ３ は 図 ２ の 衝 突 受 け 体 を 拡 大 し て 示 す 側 面
図 、 図 ４ は 図 ３ の 平 面 図 、 図 ５ は 図 １ の エ レ ベ ー タ ー 装 置 に お い て 下 か ご に 上 か ご が 異 常
接 近 し た 状 態 を 示 す 図 で あ り 図 １ の 要 部 拡 大 図 に 相 当 す る 図 、 図 ６ は 図 ５ の Ｂ 部 拡 大 図 、
図 ７ は 図 １ の エ レ ベ ー タ ー 装 置 の 制 御 系 の 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 に お い て 、 １ ４ は 昇 降 路 、 １ ５ は 昇 降 路 １ ４ の 昇 降 行 程 の 中 間 に 設 け ら れ た 共 用 乗 場 、
１ ６ は 昇 降 路 １ ４ を 上 下 方 向 に 分 け て 共 用 乗 場 １ ５ を 含 め て 昇 降 路 １ ４ の 上 方 に 形 成 さ れ
た 上 運 行 区 間 、 １ ７ は 昇 降 路 １ ４ を 上 下 方 向 に 分 け て 共 用 乗 場 １ ５ を 含 め て 昇 降 路 １ ４ の
下 方 に 形 成 さ れ た 下 運 行 区 間 、 １ ８ は 共 用 乗 場 １ ５ か ら 上 運 行 区 間 １ ６ を 昇 降 す る 上 か ご
で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
１ ９ は 共 用 乗 場 １ ５ か ら 下 運 行 区 間 １ ７ を 昇 降 す る 下 か ご で あ る 。 な お 、 上 か ご １ ８ と 下
か ご １ ９ は そ れ ぞ れ に 対 応 し て 設 け ら れ た 駆 動 機 （ 図 示 し な い ） に よ っ て 、 そ れ ぞ れ の 運
行 区 間 を 昇 降 運 転 さ れ る 。 ２ ０ は 上 か ご １ ８ の 下 降 方 向 端 部 及 び 下 か ご １ ９ の 上 昇 方 向 端
部 に 設 け ら れ て 作 動 方 向 が 上 下 方 向 に 配 置 さ れ た 可 変 位 緩 衝 器 、 ２ １ は 昇 降 路 に 設 け ら れ
て 共 用 乗 場 １ ５ の 上 方 隣 接 位 置 及 び 共 用 乗 場 １ ５ の 下 方 隣 接 位 置 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て 可
変 位 緩 衝 器 ２ ０ に 対 向 し て 固 定 さ れ た 衝 突 受 け 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
２ ２ は 電 磁 機 構 か ら な る 移 動 機 構 で 、 Ｌ 字 状 を な し Ｌ 字 の 屈 折 部 が 上 か ご １ ８ 又 は 下 か ご
１ ９ に 枢 着 さ れ 、 Ｌ 字 の 一 端 に 可 変 位 緩 衝 器 ２ ０ が 装 着 さ れ た 作 動 片 ２ ３ と 、 上 か ご １ ８
又 は 下 か ご １ ９ に 取 付 け ら れ て 作 動 部 ２ ４ が 作 動 片 ２ ３ の Ｌ 字 の 他 端 に 枢 着 さ れ た 電 磁 ア
ク チ ュ エ ー タ ２ ５ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 移 動 機 構 ２ ２ の 消 勢 時 に 可 変 位 緩
衝 器 ２ ０ が 衝 突 受 け 体 ２ １ に 対 向 す る 位 置 に 保 持 さ れ 、 ま た 移 動 機 構 ２ ２ の 作 動 に よ っ て
可 変 位 緩 衝 器 ２ ０ が 衝 突 受 け 体 ２ １ に 対 し て 非 対 向 位 置 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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２ ６ は 昇 降 路 １ ４ に 立 設 さ れ て 上 か ご １ ８ 及 び 下 か ご １ ９ の 両 側 に 配 置 さ れ た 案 内 レ ー ル
、 ２ ７ は 上 か ご １ ８ 及 び 下 か ご １ ９ の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ て 案 内 レ ー ル ２ ６ に 移 動 可 能 に
係 合 し た 案 内 具 、 ２ ８ は 昇 降 路 １ ４ の 底 面 に 立 設 さ れ て 下 か ご １ ９ に 対 向 し て 配 置 さ れ た
昇 降 路 用 緩 衝 器 、 ２ ９ は 上 か ご １ ８ 及 び 下 か ご １ ９ の 移 動 機 構 ２ ０ に 接 続 さ れ た 制 御 装 置
、 ３ ０ は 制 御 装 置 ２ ９ に 接 続 さ れ た エ レ ベ ー タ ー 制 御 盤 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 の よ う に 構 成 さ れ た エ レ ベ ー タ ー 装 置 に お い て 、 上 か ご １ ８ 及 び 下 か ご １ ９ の 両 者 は
可 変 位 緩 衝 器 ２ ０ が 衝 突 受 け 体 ２ １ に 対 し て 非 対 向 位 置 に 保 持 さ れ た 状 態 で 、 そ れ ぞ れ の
上 運 行 区 間 １ ６ 又 は 下 運 行 区 間 １ ７ を 昇 降 運 転 さ れ る 。 そ し て 、 上 記 両 者 の 一 方 が 共 用 乗
場 １ ５ へ 着 床 す る 場 合 の 制 御 装 置 ２ ９ 、 エ レ ベ ー タ ー 制 御 盤 ３ ０ に よ る 制 御 を 図 ７ に 示 す
フ ロ ー チ ャ ー ト に よ っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
す な わ ち 、 ス テ ッ プ １ ０ １ に お い て 上 記 両 者 の 一 方 に 共 用 乗 場 １ ５ へ の 着 床 指 令 が 発 せ ら
れ る と 、 ス テ ッ プ １ ０ ２ へ 進 ん で 上 記 両 者 の 一 方 が 共 用 乗 場 １ ５ 近 く の 乗 場 ま で 通 常 進 行
す る 。 次 い で 、 ス テ ッ プ １ ０ ３ に 進 ん で 周 知 の か ご 在 否 検 出 手 段 （ 図 示 し な い ） の 出 力 の
有 無 に よ り 共 用 乗 場 １ ５ に 上 記 両 者 の 他 方 が い れ ば ス テ ッ プ １ ０ ４ へ 進 み 、 上 記 両 者 の 他
方 が い な け れ ば ス テ ッ プ １ ０ ５ へ 進 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
そ し て 、 ス テ ッ プ １ ０ ４ に お い て 移 動 機 構 ２ ０ の 動 作 に よ っ て 可 変 位 緩 衝 器 ２ ０ が 衝 突 受
け 体 ２ １ に 対 し て 対 向 位 置 に 移 動 す る 。 次 い で 、 ス テ ッ プ １ ０ ６ へ 進 み 上 記 両 者 の 一 方 は
共 用 乗 場 １ ５ に 向 か っ て 低 速 で 進 行 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ １ ０ ７ へ 進 ん で 周 知 の か ご 在
否 検 出 手 段 （ 図 示 し な い ） の 出 力 の 有 無 に よ り 共 用 乗 場 １ ５ に 上 記 両 者 の 他 方 が い れ ば ス
テ ッ プ １ ０ ８ へ 進 み 、 上 記 両 者 の 他 方 が い な け れ ば ス テ ッ プ １ ０ ９ へ 進 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ し て 、 ス テ ッ プ １ ０ ８ に お い て 上 記 両 者 の 一 方 は 共 用 乗 場 １ ５ の 隣 接 乗 場 に 停 止 し て 、
戸 開 す る と 共 に か ご 内 の 乗 客 に 待 機 す る 旨 を 視 覚 的 表 示 手 段 、 聴 覚 的 表 示 手 段 に よ っ て 報
知 す る 。 次 い で 、 ス テ ッ プ １ １ ０ へ 進 ん で 上 記 両 者 の 一 方 は 共 用 乗 場 １ ５ の 隣 接 乗 場 に お
い て 待 機 す る 。 そ し て 、 制 御 ス テ ッ プ は ス テ ッ プ １ ０ ７ へ 戻 り 共 用 乗 場 １ ５ に 上 記 両 者 の
他 方 が い れ ば ス テ ッ プ １ ０ ８ 、 ス テ ッ プ １ １ ０ へ 戻 り 、 ま た 上 記 両 者 の 他 方 が い な け れ ば
ス テ ッ プ １ ０ ９ へ 進 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
そ し て 、 ス テ ッ プ １ ０ ９ に お い て 移 動 機 構 ２ ０ の 動 作 に よ っ て 可 変 位 緩 衝 器 ２ ０ が 衝 突 受
け 体 ２ １ に 対 し て 非 対 向 位 置 に 移 動 し て ス テ ッ プ １ ０ ５ へ 進 む 。 そ し て 、 ス テ ッ プ １ ０ ５
に お い て 共 用 乗 場 １ ５ に 上 記 両 者 の 一 方 が 着 床 す る 。
以 上 説 明 し た よ う に 制 御 装 置 ２ ９ 等 の 制 御 に よ る 上 記 両 者 の 昇 降 運 転 に お い て 、 上 記 両 者
の 一 方 が 共 用 乗 場 １ ５ に 着 床 す る 場 合 に 上 記 両 者 の 他 方 が 共 用 乗 場 １ ５ に い る と き に 、 上
記 両 者 の 一 方 は 共 用 乗 場 １ ５ の 隣 接 乗 場 に 待 機 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
し か し 、 エ レ ベ ー タ ー 制 御 盤 ３ ０ 等 の 制 御 系 の 故 障 に よ っ て 上 記 両 者 の 一 方 が 共 用 乗 場 １
５ の 隣 接 乗 場 に 待 機 せ ず 共 用 乗 場 １ ５ に 進 行 す る 場 合 に 、 可 変 位 緩 衝 器 ２ ０ が 衝 突 受 け 体
２ １ に 対 し て 対 向 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の た め 、 上 記 両 者 の 一 方 の 共 用 乗 場 １ ５ へ の
進 行 動 作 が 可 変 位 緩 衝 器 ２ ０ の 機 能 に よ っ て 緩 衝 さ れ て 上 記 両 者 の 一 方 が 停 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ れ に よ っ て 、 共 用 乗 場 １ ５ に 滞 留 し て い る 上 記 両 者 の 他 方 と 上 記 両 者 の 一 方 と の 衝 突 を
未 然 に 防 ぐ こ と が で き る 。 し た が っ て 、 制 御 系 の 故 障 に よ る 二 次 的 事 故 の 発 生 を 防 止 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 制 御 系 の 故 障 に よ っ て 共 用 乗 場 １ ５ に 進 行 す る 上 記 両 者 の 一 方 が 、
可 変 位 緩 衝 器 ２ ０ の 緩 衝 機 能 に よ っ て 減 速 停 止 す る の で 、 上 記 両 者 の 一 方 が 急 停 止 し て か
ご 内 の 乗 客 に 与 え る 不 快 感 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 互 い に 並 列 に 配 置 さ れ た 複 数 の 昇 降 路 を 設 け る 必 要 が な く 、 建 物 の 水 平 投 影 面 に お
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け る 所 要 ス ペ ー ス が 減 少 し て 建 設 費 を 節 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 建 物 の 上 層 階 と 下 層
階 の 間 、 す な わ ち 上 運 行 区 間 １ ６ と 下 運 行 区 間 １ ７ の 間 を 乗 客 が 移 動 す る 場 合 に 、 共 用 乗
場 １ ５ か ら 同 じ 昇 降 路 １ ４ の か ご に 乗 り 継 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 昇 降 路 １ ４ を 複 数 の 運 行 区 間 、 例 え ば 四 運 行 区 間 に 分 け て そ れ ぞ れ に か ご を 配 置 し
、 上 下 に 隣 接 し た 運 行 区 間 の 端 部 に 共 用 乗 場 を 設 け た エ レ ベ ー タ ー 装 置 に お い て 、 共 用 乗
場 １ ５ に 対 し て 上 方 を 上 運 行 区 間 １ ６ と し 、 ま た 共 用 乗 場 １ ５ に 対 し て 下 方 を 下 運 行 区 間
１ ７ と し て エ レ ベ ー タ ー 装 置 を 構 成 す る 。 こ の よ う に 構 成 さ れ た エ レ ベ ー タ ー 装 置 に お い
て も 、 図 １ ～ 図 ７ の 実 施 の 形 態 に お け る 作 用 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 は 以 上 説 明 し た よ う に 、 一 つ の 昇 降 路 を 上 下 方 向 に 分 け て 形 成 さ れ た 上 運 行 区 間
及 び 下 運 行 区 間 と 、 昇 降 路 に 設 け ら れ て 上 運 行 区 間 の 最 下 乗 場 で あ り 、 か つ 下 運 行 区 間 の
最 上 乗 場 で あ る 共 用 乗 場 と 、 こ の 共 用 乗 場 か ら 上 運 行 区 間 を 昇 降 す る 上 か ご 及 び 共 用 乗 場
か ら 下 運 行 区 間 を 昇 降 す る 下 か ご と 、 上 か ご の 下 降 方 向 端 部 及 び 下 か ご の 上 昇 方 向 端 部 に
設 け ら れ て 作 動 方 向 が 上 下 方 向 に 配 置 さ れ た 可 変 位 緩 衝 器 と 、 昇 降 路 に 設 け ら れ て 共 用 乗
場 の 上 方 隣 接 位 置 及 び 共 用 乗 場 の 下 方 隣 接 位 置 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て 、 可 変 位 緩 衝 器 に 対
向 す る 位 置 に 固 定 さ れ た 衝 突 受 け 体 と 、 可 変 位 緩 衝 器 に 係 合 さ れ て 可 変 位 緩 衝 器 を 移 動 し
衝 突 受 け 体 に 対 す る 対 向 位 置 及 び 非 対 向 位 置 の い ず れ か に 配 置 す る 移 動 機 構 と 、 こ の 移 動
機 構 を 介 し て 常 時 は 可 変 位 緩 衝 器 を 衝 突 受 け 体 に 対 し て 非 対 向 位 置 に 配 置 し 、 上 か ご 及 び
下 か ご の 両 者 の 一 方 が 共 用 乗 場 に 滞 留 し て い る 場 合 に 、 上 記 両 者 の 他 方 が 所 定 位 置 を 超 え
て 共 用 乗 場 に 接 近 す る と き に 、 上 記 両 者 の 他 方 の 可 変 位 緩 衝 器 を 衝 突 受 け 体 に 対 し て 対 向
位 置 に 変 位 さ せ る 指 令 を 移 動 機 構 に 発 す る 制 御 装 置 と を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ れ に よ っ て 、 上 記 両 者 の 昇 降 運 転 時 に 上 記 両 者 の 一 方 が 共 用 乗 場 に 着 床 す る 場 合 に 上 記
両 者 の 他 方 が 共 用 乗 場 に い る と き に 、 上 記 両 者 の 一 方 は 共 用 乗 場 の 隣 接 乗 場 に 待 機 す る 。
し か し 、 こ の 状 態 に お い て エ レ ベ ー タ ー 制 御 盤 等 の 制 御 系 の 故 障 に よ っ て 、 上 記 両 者 の 一
方 が 共 用 乗 場 の 隣 接 乗 場 に 待 機 せ ず 共 用 乗 場 に 進 行 し た と き に 、 可 変 位 緩 衝 器 が 衝 突 受 け
体 に 対 す る 対 向 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の た め 、 上 記 両 者 の 一 方 の 共 用 乗 場 へ の 進 行 動
作 が 、 可 変 位 緩 衝 器 の 機 能 に よ っ て 緩 衝 さ れ て 上 記 両 者 の 一 方 が 停 止 す る 。 こ れ に よ り 、
共 用 乗 場 に 滞 留 し て い る 上 記 両 者 の 他 方 と 上 記 両 者 の 一 方 と の 衝 突 を 未 然 に 防 ぐ こ と が で
き る 。 し た が っ て 、 制 御 系 の 故 障 に よ る 二 次 的 事 故 の 発 生 を 防 止 す る 効 果 が あ る 。 ま た 、
制 御 系 の 故 障 に よ っ て 共 用 乗 場 に 進 行 す る 上 記 両 者 の 一 方 が 、 可 変 位 緩 衝 器 の 緩 衝 機 能 に
よ っ て 減 速 停 止 す る の で 、 上 記 両 者 の 一 方 が 急 停 止 す る こ と に よ っ て か ご 内 の 乗 客 に 与 え
る 不 快 感 を 減 少 す る 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 示 す 図 で 、 エ レ ベ ー タ ー 装 置 を 概 念 的 に 示 す 立 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ 部 拡 大 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 衝 突 受 け 体 を 拡 大 し て 示 す 側 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 平 面 図 。
【 図 ５ 】 図 １ の エ レ ベ ー タ ー 装 置 に お い て 下 か ご に 上 か ご が 異 常 接 近 し た 状 態 を 示 す 図 で
あ り 、 図 １ の 要 部 拡 大 図 に 相 当 す る 図 。
【 図 ６ 】 図 ５ の Ｂ 部 拡 大 図 。
【 図 ７ 】 図 １ の エ レ ベ ー タ ー 装 置 の 制 御 系 の 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ８ 】 従 来 の エ レ ベ ー タ ー 装 置 を 概 念 的 に 示 す 立 面 図 。
【 図 ９ 】 他 の 従 来 の エ レ ベ ー タ ー 装 置 を 概 念 的 に 示 す 立 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ４ 　 昇 降 路 、 １ ５ 　 共 用 乗 場 、 １ ６ 　 上 運 行 区 間 、 １ ７ 　 下 運 行 区 間 、 １ ８ 上 か ご 、 １
９ 　 下 か ご 、 ２ ０ 　 可 変 位 緩 衝 器 、 ２ １ 　 衝 突 受 け 体 、 ２ ２ 　 移 動 機 構 、 ２ ９ 　 制 御 装 置
。

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-18178 A 2004.1.22



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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